
（様式第１－２号）

令和 8 年 月 日

福井県農林水産部県産材活用課長　様

(添付書類）

事業実施計画書（様式第１－２号の別紙）

発注者の承諾書（様式第３－２号）

構造設計者の承諾書（様式第３－３号）※申込者が意匠設計者で、構造設計の支援を受ける場合

業務委託契約書の写し（参考様式第３号）※未契約の場合は、作成後速やかに提出すること

補助対象経費の算出根拠資料（任意様式）

※構造設計のみ

※経費が未確定の場合は概算見積もり等を提出し、経費が確定次第、速やかに経費が分かるものを提出すること

施設の建築予定位置図及び予定地の写真

返信用封筒（110円切手を貼り、宛先を記入したもの）※郵便での通知書等送付を希望する場合

その他知事が必要と認めるもの

　　　第 号

※太枠内は記入しないでください

申 込 者 の 住 所 ま た は
福井市大手３丁目〇番〇号

主 た る 事 業 者 の 所 在 地

申 込 者 の 氏 名 ま た は

4 20

名 称 ・ 代 表 者 の 氏 名

電 話 番 号 〇〇〇〇

県産材のあふれる街づくり事業（民間施設）補助金申込書

受

付

欄

　　令和８年度県産材のあふれる街づくり事業（民間施設・設計支援）を実施したいので、要領第９条

　第１項の規定により、申込書を提出します。

ふくいの木設計事務所
代表　福井木材

申込は承諾書の日付（様式3-

2,-3-3）から業務開始の間に

行う必要があります。

申請者は設計者です。

※構造設計と意匠設計を一緒に申

込し、それぞれの所属が異なる場

合には、構造設計者を記入してく

ださい。



（様式第１－２号の別紙）

 構造設計  意匠設計

メール（ ）

①

②

③

有 無

県産材を多く採用することで、地域へアピール

全体木材使用量に占める県産材（②／①：50％以上） 60 ％

未定 ㎥
木 材 の 使 用 予 定 量

※木材使用量に占める県産材使用量（㎥）の目標値を記載。設計未了の場合は割合（％）を記入。

全体木材使用量
①

新 築 の 概 要

施 工 予 定 業 者

所 在 地 未定

事 業 者 名 未定

着 工 予 定 日 R8.10.1 完 成 予 定 日 R8.3.10

木 造 化 支 援 活 用
予 定 の 有 無

※左記のどちらかに「レ」又は「■」でチェックする。

設計する施設の概要　※設計する施設の整備目的，規模構造，法令に基づく制限（耐火構造等）などについて記載）

新事務所の建設
３００㎡超の木造２階建てを計画中
制限については現在確認中

1：物流施設（車庫、倉庫等） 2：生産施設（組立工場等） 3：運動施設（体育館、ジム等） 4：業務施設（事務所等）

7：宿泊施設（ホテル、旅館等） 8：医療施設（病院、診療所等）

9：福祉・厚生施設（保育園、老人ホーム、リハビリホーム等） 10：文化・交流施設（集会所、コミュニティセンター等）

木造化の取組内容・アピールポイント　※木造化にあたっての工夫点等（例　一般流通材を用いたコスト削減等）

未定 ㎥
県産材使用量

②

施 設 の 用 途
（下記のいずれか1つ）

【意匠設計の際に記入】

②の１／３

5:商業施設（店舗、料理店等） 6：共同住宅（社宅、共同住宅等）

特 殊 な 設 計 の 有 無4 無

円

補 助 予 定 額
（ 千 円 未 満 切 捨 ）

上限 800千円 400 千円

400,000

○○○○○○○○

概 算 事 業 費
（ 税 抜 ）

【構造設計の際に記入】

設 計 の 概 要

設計に係る所要額

階2

令和8年5月1日 令和8年8月1日

3,000,000 円

①のうち構造設計に係る所要額 1,200,000 円

併用する他の助成制度

開 始 予 定 日

事業（ 実施計画・実績 )書

申 込 者
（ 設 計 業 者 ）

住 所 ま た は 主 た る 事 業 者 の 所 在 地 福井市大手３丁目〇番〇号

氏 名 ま た は 名 称 ・ 代 表 者 名  ふくいの木設計事務所　代表　福井木材

設 計 者 名

電 話 番 号 〇〇〇〇

構造設計： 意匠設計：設計太郎 福井木材

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 〇〇〇〇

通 知 書 等 の
送 付 方 法
（右記のどちらかに「レ」
又は「 ■ 」 にチェック）

完 了 予 定 日

320.00

設 計 の 種 類 ※左記の該当する設計に「レ」又は「■」でチェックする。

返信用封筒

fukui-wood@○○○○

利 用 者 限 定 施 設
（あてはまる場合は、右記
に 「 〇 」 を 記 入 ）

○ 延 床 面 積

建 築 場 所 福井市大手３丁目○○○○

構 造 木　造 階 数

㎡

設計支援

様式1-2（申込書）に記入

した内容が転記されます。

申し込む区分にチェック

を入れてください。

それぞれの

設計担当者名を記入

併用する他の助成制度があれば、

必ず記載してください。

併用可能かどうか不安な時は

一度お問い合わせください。

事務所や倉庫等の利用者が

限られている施設は、〇を記入

契約書等の全体設計費と一致

算出根拠資料と一致

構造設計に申込の

場合記入

意匠設計に申込の

場合記入

自動計算

該当する施設の番号を記入

木材使用の目標値が決まっている

場合は、数量を記入

決まっていない場合は木材使用量

は「未定」とし、予定％を記入

決まっている範囲の情報を記入

意匠設計の補助金額は採択結果通

知の中に記載されます。

事前に補助金額を知りたい方は、

県産材活用課までお問い合わせく

ださい。



（様式第３－２号）

年 月 日

　（自筆による署名もしくは記名押印）

株式会社　ふくいの木

代表　福井太郎

1

2

3 　他の助成制度を受ける場合には、本事業の補助を受けられない場合があります。

氏　名

記

　本事業における補助金の申請ならびに受領については、発注者と請負契約を締結した

建築士が行います。

　施設等の写真を、県産材の利用普及のために県が作成するパンフレット、ホーム

ページ等に掲載することがあります。

発注者

県産材のあふれる街づくり事業（民間施設）補助金

承諾書

　県産材のあふれる街づくり事業（民間施設）補助金の申込及び交付申請にあたり、

別紙 実施計画書および下記の内容について請負契約を締結した（提案段階も含む）建築士

から説明を受け、その内容等について承諾しました。

4 10R8

設計支援・発注者

発注者に事業について説明し、

発注者の自筆署名もしくは記名押印を

貰ってください。

承諾書の日付は、

申込書の日付以前である必要があります。



（様式第３－３号）

年 月 日

　（自筆による署名もしくは記名押印）

 フクイ建築事務所

設計太郎

1

2 　施設等の写真を、県産材の利用普及のために県が作成するパンフレット、ホーム

ページ等に掲載することがあります。

3

構造設計者

県産材のあふれる街づくり事業（民間施設）補助金

承諾書

　県産材のあふれる街づくり事業（民間施設）補助金の申込及び交付申請にあたり、

別紙 実施計画書および下記の内容について意匠設計者から説明を受け、その内容等について

承諾しました。

4 10R8

　他の助成制度を受ける場合には、本事業の補助を受けられない場合があります。

氏　名

記

　本事業における補助金の申請ならびに受領については、意匠設計者が行います。

設計支援・構造設計者

本用紙は構造設計と意匠設計を一緒に

申込かつそれぞれの設計者の所属が異

なる際に必要な書類です。

構造設計のみ申込、意匠設計のみ申込、

両方申込で同所属の場合は不要です。

承諾書の日付は、

申込書の日付以前である必要があります。

構造設計者に事業について説明し、

構造設計者の自筆署名もしくは記名押印を

貰ってください。



令和 8 年 4 月 10 日

１ 対象となる建築物の概要

２ 業務委託の種類、内容及び実施方法 別添委託書のとおり

３ 業務の実施時間

基本設計 令和 年 月 日より 令和 年 月 日まで

実施設計 令和 年 月 日より 令和 年 月 日まで

４ 作成する成果品 別添委託書のとおり

５ 建築士事務所の名称及び所在地並びに当該建築士事務所の一級建築士事務所、二級建築士事務所又は木造建築士事務所の種別

事務所名 TEL

事務所の種類 FAX

所在地

6 建築士事務所の開設者の氏名
（当該建築士事務所の開設者が法人である場合にあっては、当該開設者の名称及びその代表者の氏名）

7 当該設計又は工事監理に従事することとなる建築士の氏名及びその者の一級建築士、二級建築士又は木造建築士の種別

並びにその者が構造設計一級建築士又は設備設計一級建築士である場合にあっては、その旨および登録番号

８ 建築設備士の氏名

９ 設計の一部再委託先

１０ 業務報酬の額及び支払時期

１１ 支払時期 前払金( ） 金 円（税込）

部分払( ） 金 円（税込）

竣工払(工事完了確認後  日以内）   金 円（税込）

金 円（税込）

１２ 契約の解除に関する事項

１３ 特約事項

▼この契約の証として本書を２通作成し、当事者が署名または記名押印の上、各自１通を保有する

※この書類は大切に保管してください。

令和 年 月 日

委託者

受託者

※本様式により得難い場合においても、注文者（施主）と請負者が契約を取り交わしていることが判断できる書類（押印されたもの）が必要です。

参考様式第３号

建築設計業務委託契約書

建設地 用途

工事種別 規模等

再委託する業務 名称・所在・区分 開設者氏名

構造設計 ○○設計建築事務所 設計太郎

業務名 報酬額 取引に係る消費税及び地方消費税の額

意匠設計 1,800,000 1,980,000

計 3,300,000

構造設計 1,200,000 1,320,000

設計支援

印紙貼付欄

契約が取り交わされていることが確認でき

るものであれば、本様式以外での契約書で

問題ありません。

施設の概要を記入

計画書の施設の概要と一致

施主との契約書を提出

構造設計を外部委託する場合には、

この欄に記入

本様式以外の契約書においても、

外部委託の内容が分かるものが必要

必要に応じて適宜変更

この欄で構造設計の費用の記入

があれば、算出根拠資料の提出

は必要なし

契約書の所要額と一致

必要に応じて記入



補助対象経費の算出根拠資料（構造設計のみ）

構造設計の必要経費が分かるものを提出

契約書で読み取れるのであれば、契約書のみで問題ない

申込時に契約締結していない場合は、概算見積りを提出

費用が確定次第、速やかに経費が分かるものを提出すること



建築予定位置図

予定地の写真

写真

地図等を用いて、建築予定

場所が分かるように記入

建築予定場所の

建築前の写真を提出



（様式第５号）

令和 年 月 日

１．採択結果通知年月日および番号 令和 年 月 日 第 号

３．変更理由

４．添付書類　　　変更内容に関する書類

　　　第 号
※太枠内は記入しないでください

記

２．変更の内容

ふくいの木設計事務所
代表　福井木材

福井県農林水産部県産材活用課長　様

　　令和　　年度県産材のあふれる街づくり事業（民間施設）補助金について、申込内容の変更をしたいの

で、要領第１２条第１項の規定により関係書類を添え、下記のとおり届け出ます。

電 話 番 号

名 称 ・ 代 表 者 の 氏 名

氏 名 ま た は

住 所 ま た は 所 在 地

補助事業者

〇〇〇〇

福井市大手３丁目〇番〇号

変更届出書

県産材のあふれる街づくり事業（民間施設）補助金

受

付

欄

様式1-2（申込書）に記入し

た内容が転記されます。

審査結果通知書に記載され

ている日付と番号を記入



（様式第７号）

令和 年 月 日

１．採択結果通知年月日および番号 令和 年 月 日 第 号

　　　第 号

※太枠内は記入しないでください

受

付

欄

県産材のあふれる街づくり事業（民間施設）補助金

中止届出書

記

　　令和　　年度県産材のあふれる街づくり事業（民間施設）補助金について、事業の実施を中止

したいので、要領第１２条第３項の規定により、下記のとおり届け出ます。

２．中止の理由

電 話 番 号 〇〇〇〇

福井県農林水産部県産材活用課長　様

住 所 ま た は 所 在 地
福井市大手３丁目〇番〇号

補助事業者
氏 名 ま た は

名 称 ・ 代 表 者 の 氏 名

ふくいの木設計事務所
代表　福井木材

様式1-2（申込書）に記入し

た内容が転記されます。

審査結果通知書に記載され

ている日付と番号を記入



（様式第８－２号）

令和 年 月 日

令和 年 月 日 第 号

金 円

事業実績書（様式第１－２号の別紙）

業務完了・同確認書の写し（参考様式第５号）

作成した成果品（使用部材一覧表、図面、構造計算書または意匠設計書の一部等補助対象にかかる成果品）

設計費の領収書、その他の代金支払いを証する書類の写し

納税証明書（県税の全税目に滞納がないことを証明事項とするもの。）または納税状況の確認に関する

同意書（様式第９－２号）

地方消費税の納税証明書

債権・債務者登録申請書（様式第９－３号）※初回申請時のみ

通帳の写し※初回申請時のみ

返信用封筒（110円切手を貼り、宛先を記入したもの）

※郵便での通知書等送付を希望する場合

PR報告書 ※利用者限定施設のみ

その他知事が必要と認めるもの 　　　第 号
※太枠内は記入しないでください

２　補助事業の目的

受

付

欄

５　添付資料

４　交付申請の額

３　採択結果通知年月日および番号　　　

民間施設における県産材の需要拡大を図る

１　補助事業の名称

電 話 番 号 〇〇〇〇

補助金交付申請書兼完了実績報告書

県産材のあふれる街づくり事業（民間施設）

　　県産材のあふれる街づくり事業（民間施設・設計支援）について、補助金の交付を受けたいので、福井

県補助金等交付規則第４条の規定により申請します。

　　また、福井県補助金等交付規則第１２条の規定により、要領第１４条に基づき関係書類を添え下記のと

おり実績を併せて報告します。

県産材のあふれる街づくり事業（民間施設）

福井県知事　　　　　　　様

ふくいの木設計事務所
代表　福井木材

記

住 所 ま た は 所 在 地
福井市大手３丁目〇番〇号

補助事業者
氏 名 ま た は

名 称 ・ 代 表 者 の 氏 名

交付申請日は、

業務完了確認日（参考5号）以降

かつ工事完了から1か月以内であること

様式1-2（申込書）に記入し

た内容が転記されます。

審査結果通知書に記載され

ている日付と番号を記入

補助金の額を記入



（様式第１－２号の別紙）

 構造設計  意匠設計

メール（ ）

①

②

③

有 無

事業（ 実施計画・実績 )書

設 計 の 種 類 ※左記の該当する設計に「レ」又は「■」でチェックする。

申 込 者
（ 設 計 業 者 ）

住 所 ま た は 主 た る 事 業 者 の 所 在 地 福井市大手３丁目〇番〇号

氏 名 ま た は 名 称 ・ 代 表 者 名  ふくいの木設計事務所　代表　福井木材

設 計 者 名 構造設計： 設計太郎 意匠設計： 福井木材

電 話 番 号 〇〇〇〇 Ｆ Ａ Ｘ 番 号 〇〇〇〇

通 知 書 等 の
送 付 方 法
（右記のどちらかに「レ」
又は「 ■ 」 にチェック）

返信用封筒

fukui-wood@○○○○

設 計 の 概 要

建 築 場 所 福井市大手３丁目○○○○

構 造 木　造 階 数 2 階

利 用 者 限 定 施 設
（あてはまる場合は、右記
に 「 〇 」 を 記 入 ）

○ 延 床 面 積 320.00 ㎡

開 始 予 定 日 令和8年5月1日 完 了 予 定 日 令和8年8月1日

併用する他の助成制度 ○○○○○○○○

【意匠設計の際に記入】

【構造設計の際に記入】

概 算 事 業 費
（ 税 抜 ）

設計に係る所要額 3,000,000 円

①のうち構造設計に係る所要額 1,200,000 円

②の１／３ 400,000 円

補 助 予 定 額
（ 千 円 未 満 切 捨 ）

上限 800千円 400 千円

施 設 の 用 途
（下記のいずれか1つ）

4 特 殊 な 設 計 の 有 無 無

1：物流施設（車庫、倉庫等） 2：生産施設（組立工場等） 3：運動施設（体育館、ジム等） 4：業務施設（事務所等）

5:商業施設（店舗、料理店等） 6：共同住宅（社宅、共同住宅等） 7：宿泊施設（ホテル、旅館等） 8：医療施設（病院、診療所等）

9：福祉・厚生施設（保育園、老人ホーム、リハビリホーム等） 10：文化・交流施設（集会所、コミュニティセンター等）

木 造 化 支 援 活 用
予 定 の 有 無

※左記のどちらかに「レ」又は「■」でチェックする。

設計する施設の概要　※設計する施設の整備目的，規模構造，法令に基づく制限（耐火構造等）などについて記載）

新事務所の建設
３００㎡超の木造２階建てを計画中
制限については現在確認中

木造化の取組内容・アピールポイント　※木造化にあたっての工夫点等（例　一般流通材を用いたコスト削減等）

県産材を多く採用することで、地域へアピール

木 材 の 使 用 予 定 量

※木材使用量に占める県産材使用量（㎥）の目標値を記載。設計未了の場合は割合（％）を記入。

全体木材使用量
①

71.76 ㎥
県産材使用量

② 45.24 ㎥

全体木材使用量に占める県産材（②／①：50％以上） 63.04 ％

新 築 の 概 要

施 工 予 定 業 者

所 在 地 福井市○○○○

事 業 者 名 ○○建設株式会社

着 工 予 定 日 R8.10.1 完 成 予 定 日 R8.3.10

設計支援

様式1-2（申込書）に記入

した内容が転記されます。

＜木材使用量の部分＞

様式1-2別紙（計画書）に記

入した内容が転記されます。

必要に応じて手入力を行っ

てください

可能な限り詳細な情報を記入

使用量は部材一覧表と一致



令和 8 年 8 月 15 日

１ 対象となる建築物の概要

建設地 用途

工事種別 規模等

２ 業務委託の種類、内容

３ 業務の実施時間

基本設計 令和 8 年 5 月 1 日より 令和 8 年 6 月 15 日まで

実施設計 令和 8 年 6 月 15 日より 令和 8 年 8 月 1 日まで

４ 委託者

受託者名

代表者
住所

５ 受託者

受託者名

代表者
住所
担当者名

６ 作成した成果品

７ 業務完了確認

令和 8 年 8 月 15 日

上記の工事（納品）が完了したことを確認します。

▼業務完了・同確認書の使用方法

・受託者は、業務が完了した場合、必要事項を記載し押印の上、「工事完了・同確認書」を作成し、委託者に渡す。

・委託者は、工事個所を請負者と両者で確認した上で、必要事項を記入の上注文者印に押印または、サインして受託者に渡す。

なお、「業務完了・同確認書」の一部は委託者が保管する。

※この書類は大切に保管してください。

※本様式により得難い場合においても、委託者が契約どおりに業務が行われたことを確認していることが判断できる書類（押印されたもの）が必要です。

参考様式第５号

業務完了・同確認書

成果品 数量 成果品 数量

福井市大手３丁目○○○○

新築

事務所

３２０㎡ ２階建て

株式会社 ふくいの木

代表 福井太郎

○○○○

○○○○

TEL

FAX

図面 ５０枚

部材一覧表 １セット

注文者

印・サイン

○○○○

福井市大手３丁目１７番１号

FAX

TELふくいの木設計事務所

代表 福井木材

○○○○

○○○○

設計支援

施設の概要を記入

計画書の施設の概要と一致

計画書・実績書と情報が一致しているか確認

注文者から工事完了を確認した

旨の印もしくはサインが必要

完了確認日は交付申請日よりも

前の日付であることを確認

必要に応じて記入



様式第２－１号

【県産材】　※1

幅 長さ 厚さ 単材積

（ｍｍ） （ｍｍ） （ｍｍ） （ｍ3） （本） （ｍ3）

梁・桁 スギ 390 5,000 105 0.2047 81 16.58

梁・桁 スギ 240 5,000 105 0.126 62 7.81

梁・桁 スギ 240 4,000 105 0.1008 47 4.73

梁・桁 スギ 210 6,000 105 0.1323 50 6.61

梁・桁 スギ 150 3,000 105 0.0472 40 1.88

母屋 スギ 105 3,000 105 0.033 44 1.45

母屋 スギ 105 3,000 80 0.0252 28 0.70

母屋 スギ 105 4,000 80 0.0336 29 0.97

管柱 スギ 105 3,000 105 0.033 45 1.48

42.21

屋根垂木 スギ 60 4,000 60 0.0144 20 0.28

屋根垂木 スギ 60 3,000 45 0.0081 32 0.25

屋根垂木 スギ 60 4,000 45 0.0108 61 0.65

破風板 スギ 125 3,000 36 0.0135 23 0.31

広小舞 スギ 125 3,000 25 0.0093 21 0.19

合板 スギ 910 1,820 12 0.0198 120 1.35

3.03

45.24

※１　県産材とは、福井県内で伐採された原木を原則として福井県内で加工した製材品をいう

※２　使用材積は、小数点以下第２位まで計上（第３位以下は切り捨て）

〈合板を計上する際の留意点〉

県産材を使用した合板などの木質系建材等を使用する場合は、県産材使用率を単材積（ｍ3）に乗じて材積を算出すること

使用部材一覧表

区　　分 部位名 樹　種

規　　格 数　量 材　積
※３

構造材
※２

小　　　計　　（Ａ）

構造材以外

小　　　計

合　　　計　　（Ｂ）

木造化支援

合板使用の際は注意！

単材積に県産材率を乗じ

て算出すること。

材積欄は手入力

（例）57％県産材

0.0198×57％＝0.011286

下にスクロールすると「国産

材」「外材」の欄があるので、

それぞれ分けて記入

欄が不足する場合には、

適宜追加してください。

木造化支援の申込時に必要に

なる書類なので、作成を推奨

します



様式第２－１号

【国産材】

幅 長さ 厚さ 単材積

（ｍｍ） （ｍｍ） （ｍｍ） （ｍ3） （本） （ｍ3）

土台 ヒノキ 105 4,000 105 0.0441 180 7.93

大引 ヒノキ 105 4,000 105 0.0441 230 10.14

18.07

根太 スギ 105 4,000 45 0.0189 30 0.56

間柱 スギ 105 3,000 90 0.0283 90 2.54

間柱 スギ 105 3,000 45 0.0141 80 1.12

間柱 スギ 105 3,000 30 0.0094 120 1.12

仮筋交 スギ 45 4,000 45 0.0081 90 0.72

胴縁 スギ 40 4,000 15 0.0024 250 0.6

胴縁 スギ 50 4,000 20 0.004 300 1.2

7.86

25.93

※３　使用材積は、小数点以下第２位まで計上（第３位以下は切り捨て）

〈合板を計上する際の留意点〉

【外材】

幅 長さ 厚さ 単材積

（ｍｍ） （ｍｍ） （ｍｍ） （ｍ3） （本） （ｍ3）

梁・桁 米松 240 5,000 105 0.126

筋交 米松 105 3,000 45 0.0141 42 0.59

0.59

0.59

※３　使用材積は、小数点以下第２位まで計上（第３位以下は切り捨て）

〈合板を計上する際の留意点〉

　全体木材使用量に占める県産材の割合（％）は、下式①を満たすこと

県産材（％）  :

42.21

71.76

(B)
×　100　＝ 63.0% ≧50 %

(B)+(C)+(D)

県産材を使用した合板などの木質系建材等を使用する場合は、県産材以外の材積を算出すること

区　　分 部位名 樹　種

規　　格
数　量

材　積
※３

構造材

小　　計

構造材以外

小　　計

合　　計　　（Ｄ）

県産材を使用した合板などの木質系建材等を使用する場合は、県産材以外の材積を算出すること

使用部材一覧表

区　　分 部位名 樹　種

規　　格
数　量

材　積
※３

構造材

小　　計

構造材以外

小　　計

合　　計　　（Ｃ）

木造化支援

50％以上あるか確認！

50％未満は補助対象外です。

自動計算



設計費の領収書、その他の代金支払いを証する書類の写し

領収書や通帳の写し等の代金の支払いが

行われたことを確認できる書類を提出



（様式第９－２号）

令和 年 月 日

福井県知事　　様

 *納税状況の確認に関する事項

　本同意書に基づき提供された納税状況は、福井県が実施する県産材のあふれる街づくり事業

　（民間施設）補助金の交付事務以外には使用いたしません。

※福井県担当者記入欄

上記の者の令和　　年　　月　　日現在の県税の納税状況については以下のとおりです。

□ 滞納なし □ 滞納あり

□ 徴収猶予あり

回答事務所 □ 福井県税事務所 □ 嶺南振興局税務部

受付印欄

--------------------------------- 下記は記入しないでください --------------------------

県税の納税状況の確認について

名 称 ・ 代 表者 氏 名

住 所

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

氏 名 ま た は

　私は、県産材のあふれる街づくり事業（民間施設）補助金の交付を福井県に申請

私の福井県への納税状況に関する情報を提供することに同意します。

するに当たり、福井県の県税事務所等が、福井県農林水産部県産材活用課に対し、

申請者の情報を記入

申請者が支店等で、別住所に本社

がある場合は本社の情報を記入

申請者が個人事業主の場合は、

個人名と個人の住所を記入

日付の指定はありませんが、

交付申請日と同日で問題ありません。



地方消費税の納税証明書

＜＜取得方法（オンラインまたは書面でのいずれかの方法で取得）＞＞

国税庁HPはこちら: G-1　納税証明書の交付請求手続｜国税庁

①オンラインでの請求：e-taxを活用　HPはこちら： 【e-Tax】国税電子申告・納税システム(イータックス)

　e-taxにログインし、納税証明書の交付請求を行い取得してください

●個人の方 ログインはこちら→ 個人ログイン | e-Tax

納税証明書（その３の２）を取得してください

●法人の方 ログインはこちら→ 法人ログイン | e-Tax

納税証明書（その３の３）を取得してください

②書面での請求 詳細はこちらから→ 留意事項

（１）郵送で取得する場合

封筒の表面に「納税証明請求在中」と記載し、下記の書類を同封し、

地域を管轄している税務署へ送付

・必要事項を記載した納税証明書交付請求書　 様式: 交付請求書 　記載例: 個人用 法人用

・手数料の金額に相当する収入印紙

・所要の切手を貼った返信用封筒

・番号確認書類の写しおよび本人確認書類の写し（個人のみ、法人の場合はいずれも不要）

（２）税務署窓口で取得する場合

下記の書類を地域を管轄している税務署へ持参

・必要事項を記載した納税証明書交付請求書　 様式: 交付請求書 　記載例: 個人用 法人用

・手数料の金額に相当する収入印紙または現金

・マイナンバーカード（お持ちでない方は、本人確認書類および番号確認書類）

・ご本人（法人の場合は代表者）からの委任状

　代理人の方窓口に訪問する場合に必要

完了報告時必要書類

https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/nozei-shomei/01.htm
https://www.e-tax.nta.go.jp/
https://login.e-tax.nta.go.jp/login/reception/loginIndividual
https://login.e-tax.nta.go.jp/login/reception/loginCorporate
https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/nozei-shomei/pdf/01-4.pdf
https://www.nta.go.jp/law/tsutatsu/kobetsu/chosyu/020523/pdf/09.pdf
https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/nozei-shomei/pdf/01-5_2.pdf
https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/nozei-shomei/pdf/01-6_2.pdf
https://www.nta.go.jp/law/tsutatsu/kobetsu/chosyu/020523/pdf/09.pdf
https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/nozei-shomei/pdf/01-5_2.pdf
https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/nozei-shomei/pdf/01-6_2.pdf


様式第９ー３号

提出年月日 日

氏名（カナ）

氏名（漢字）

代表者役職名
（団体の場合）

郵便番号

住所

番地方書

電話番号 － －

口座振替先

金融機関コード

預金種別

口座番号

※通帳の口座情報が確認できる部分（通常は表紙の裏側）の写しを添付してください。

※通帳の写しが添付できない場合、口座名義人（カナ）をATM等で確認のうえ、確認者を記入してください。

※口座振替先に「貯蓄（積立）預金」および「定期預金」口座の登録はできません。

令和  8 年  3 月

910 － ○○○○

債権債務者登録(変更)申請書

カブシキガイシャ　フクイノキ

株式会社　ふくいの木

代表 代表者氏名
（団体の場合） 福井太郎

福井市大手 3 丁目

〇番〇号

○○ ○○ ○○

○○○○○○ 口座名義人（ｶﾅ） ｶ)ﾌｸｲﾉｷ

金融機関名 ○○銀行 支店名 ○○支店

1 普通

通帳画像

過去に補助金申請を行っていて、

同じ口座を使用する場合は本様式

の提出は必要ありません。

初めて補助金申請を行う場合や

新しい口座を使用する場合は提出

が必要です。

通帳画像の提出で、速やかな申請が可能になりますので通帳画像提出

のご協力をお願いします。

通帳画像を貼り付けるもしくは、別紙にて提出お願いします。

氏名（漢字）を入力すると自動で

カタカナが入ります

▽から

該当する種別を選択



（様式第１０号）

令 和 年 月 日

福井県知事　　　　　　　様

住 所 ま た は 所 在 地
福井市大手３丁目〇番〇号

補助事業者
氏 名 ま た は ふくいの木設計事務所

代表　福井木材名称 ・ 代表 者 の氏名

発 行 責 任 者

担 当 者

連 絡 先

県産材のあふれる街づくり事業（民間施設）補助金交付請求書

　　令和　　年　　月　　日付け　福井県指令　県材第　　　　　　　　号で交付決定の通知および額の確定の

通知があった県産材のあふれる街づくり事業（民間施設）補助金　　　　　　　　　　　　円を交付されるよう福

井県補助金等交付規則第１５条の規定により請求します。

金融機関名 支店名

預金種別 口座番号

口座名義人

日付および文章内

の記入は不要です

様式8-2（申請書）の内

容が転記されます。

発行責任者、担当者、

連絡先を入力

未記入だと補助金を交

付できません。

振込先の口座情報を記

入してください


